
 
史
跡
ガ
イ
ド
新
入
会
員
募
集
研
修 

 

京
都
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
、
新
た
に
京
都
に
縁
が

出
来
た
人
、
普
段
街
中
を
散
策
中
、
ふ
と
街
角
に
立
て

ら
れ
た
石
碑
に
気
付
き
、
書
い
て
あ
る
漢
字
が
読
め

ず
、
い
つ
の
時
代
の
誰
か
も
分
か
ら
ず
、
し
か
し
知
り

た
い
と
思
っ
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

そ
ん
な
方
々
に
千
年
の
都
、
京
都
の
魅
力
や
歴
史
・

史
跡
を
知
っ
て
頂
き
、
共
に
京
都
史
跡
ガ
イ
ド
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
会
で
の
活
動
を
希
望
す
る
機
会
と
し
て

企
画
・
研
修
部
が
無
料
で
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

七
月
二
十
四
日
（
土
）
は
、
ひ
と
ま
ち
交
流
館
会
議

室
で
座
学
を
、
七
月
二
十
五
日
（
日
）
は
実
技
と
し
て
、

「
新
選
組
史
跡
」
と
題
し
、
京
都
駅
か
ら
壬
生
ま
で
を
、

十
名
の
参
加
者(

応
募
者
五
名
・
会
員
五
名)

に
よ
り
現

地
で
の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。 

座
学
で
は
当
協
会
の
組
織
や
歴
史
な
ど
に
加
え
て

昨
年
行
っ
た
梅
津
ウ
ォ
ー
ク
を
参
考
に
、
映
像
を
交

え
な
が
ら
、
研
修
企
画
担
当
の
今
井
が
ガ
イ
ド
の
ポ

イ
ン
ト
を
説
明
し
ま
し
た
。 

 

同
研
修
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
研
修
企
画
担
当

を
中
心
に
研
修
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
二
〇
二
〇
年

九
月
か
ら
図
書
館
や
公
民
館
に
配
っ
て
参
加
勧
奨
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
も
あ
り
今
回
の
研
修

で
四
回
を
数
え
、
期
間
中
四
十
余
名
の
問
合
せ
が
あ

り
、
参
加
も
三
十
数
名
を
数
え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

八
名
の
新
入
会
員
が
誕
生
し
、
賛
助
会
員
も
二
名
が

新
た
に
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
潜
在
的
に
京
都
史
跡
の
ガ
イ
ド
を
希
望

さ
れ
る
方
は
お
ら
れ
ま
す
、
十
一
月
に
第
五
回
を
予 

      定
し
、
チ
ラ
シ
作
成
や
配
布
を
し
ま
す
。
会
員
の
皆
様
、

研
修
参
加
等
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

研
修
・
企
画 

今
井 

満 

                           
面
白
発
見 

怖
～
い
・
お
話
…
渋
谷
ト
ン
ネ
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

チ
ー
ム
彩 

 

矢
野
正
明 

 

京
都
か
ら
東
山
を
越
え
近
江
に
行
く
五
つ
の
街
道

の
う
ち
、
渋
谷
越(

し
ぶ
た
に
ご
え)

が
あ
り
ま
す
。 

近
世
以
後
、
脇
街
道
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
渋
谷
越

は
、
五
条
橋
口
よ
り
清
閑
寺
山
、
阿
弥
陀
ヶ
峰
の
谷
を

通
り
山
科
、
東
海
道
に
通
じ
て
い
ま
す
。 

現
在
の
五
条
通(

国
道
一
号
線)

と
ほ
ぼ
同
じ
道
筋

に
あ
り
、
旧
道
は
、
急
坂
の
難
所
で
し
た
。 

 

渋
谷
は
、
昔
は
「
苦
集
滅
道
（
く
ず
め
ぢ
）
」
と
か
、

道
が
ぬ
か
る
ん
で
歩
き
に
く
か
っ
た
こ
と
か
ら
「
汁

谷
（
し
る
た
に
）
街
道
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

古
く
は
風
葬
地
の
一
つ
「
鳥
辺
野
」
を
通
り
抜
け
る

街
道
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
死
人
谷
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。
昔
は
東
の
処
刑
場
、
今
は
京
都
中
央
斎
場

に
近
く
、
明
治
三
六
年
に
「
渋
谷
隧
道
」
と
し
て
開
通
。 

 

今
は
自
転
車
、
歩
行
者
専
用
通
路
で
す
が
、
薄
暗
く

気
味
が
悪
い
の
で
ほ
と
ん
ど
通
行
人
は
見
か
け
ま
せ
ん
。 

戦
後
、
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
が
馬
町
で
老
婆
を
乗
せ

「
し
ぶ
～
た
に
～
」
と
言
う
の
で
、
火
葬
場
近
く
ま
で

送
っ
て
、
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
を
見
る
と
、
ス
ー
と
消
え
て

い
た
。
と
い
う
話
を
小
さ
い
頃
に
聞
き
、
そ
れ
以
来
、
い

ま
だ
に
隧
道
を
抜
け
き
れ
な
い
唯
一
の
五
街
道
で
す
。 

夏
の
暑
い
日
。
少
し
は
寒
く
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
？ 

 

 

京都史跡ガイド 

ボランティア協会 

会長 山田久男 

編集 澤田 卓 
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玄
武
神
社 

チ
ー
ム
葵 

遠
藤
千
代
子 

 

 

平
安
京
四
守
護
の
一
つ
、
北
の
玄
武

に
船
岡
山
の
近
く
に
玄
武
神
社
が
あ
り
ま
す
。 

御
祭
神
は
五
五
代
文
徳
天
皇
の
第
一
皇
子
惟
喬

（
こ
れ
た
か
）
親
王
で
す
。
聡
明
な
方
で
皇
太
子
に
な

ら
れ
る
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
、
権
勢
を

誇
っ
て
い
た
藤
原
良
房
の
娘
に
第
四
皇
子
惟
仁
（
こ

れ
ひ
と
）
が
誕
生
。
天
皇
は
良
房
を
慮
り
僅
か
九
ヶ
月

の
惟
仁
皇
子
を
皇
太
子
に
し
ま
し
た
。 

 

第
一
皇
子
で
あ
り
な
が
ら
政
治
の
中
枢
の
圏
外
に

身
を
置
か
れ
ま
し
た
。
時
勢
を
察
し
山
崎
・
水
瀬
に 

閉
居
、
詩
歌
、
吟
唱
を
た
し
な
ま
れ
た
と
か
。 

 

親
王
の
末
裔
で
紫
野
に
住
む
星
野
茂
光
が
親
王
の

愛
剣
を
祀
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

玄
武
神
社
は
玄
武
が
亀
に
蛇
が
巻
き
付
い
た
形
か

ら
「
亀
の
宮
」
と

も
呼
ば
れ
、
有

名
な
玄
武
や
す

ら
い
祭
り
が
行

わ
れ
ま
す
。
花

鎮
、
厄
除
け
の

お
祭
り
で
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま

す
。
花
笠
の
中

に
は
い
る
と 

息
災
が
叶
う
の

で
お
参
り
す
る

と
必
ず
花
笠
に

入
り
ま
す
。 

国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。 

『
驚
き
、
桃
の
木
、
明
治
の
記
』 

⑤
井
上
馨 

チ
ー
ム
葵 

今
川
博
明 

今
回
も
渋
沢
栄
一
の
大
蔵
省
時
代
の
上
司
、
井
上
馨

の
紹
介
で
す
。
別
名
？
（
首
相
に
な
れ
な
か
っ
た
男
） 

明
治
三
年
の
戸
籍
法
制
定
の
年
、
後
に
京
都
知
事
に

も
な
る
中
井
弘
は
板
橋
の
芸
妓
の
武
子
と
結
婚
し
て

い
ま
し
た
が
、
そ
も
そ
も
中
井
は
薩
摩
藩
脱
藩
の
身

で
あ
り
、
自
分
は
極
刑
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

い
、
大
隈
重
信
に
妻
の
武
子
を
預
け
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
彼
女
は
芸
妓
だ
け
あ
っ
て
愛
嬌
が
あ
り
、
そ
の
上

に
美
人
だ
っ
た
の
で
、
井
上
薫
が
ほ
れ
込
ん
で
し

ま
っ
た
。
そ
し
て
偶
然
、
大
隈
の
屋
敷
に
中
井
が
来
た

時
に
、
大
隈
が
中
井
に
『
井
上
が
、
武
子
さ
ん
に
ぞ
っ

こ
ん
な
ん
だ
が
・
・
・
』
と
話
し
を
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

中
川
は
『
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
武
子
を
く
れ
て
や
る
。

そ
の
代
わ
り
決
し
て
離
別
し
な
い
と
い
う
誓
約
書
を

書
く
の
な
ら
良
い
』
と
了
承
し
た
の
だ
っ
た
。
井
上
は

約
束
通
り
武
子
を
生
涯
大
事
に
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

視
察
に
も
連
れ
て
行
っ
た
。
そ
の
武
子
も
芸
妓
上
が

り
と
あ
っ
て
、
外
国
の
社
交
術
も
学
び
、
鹿
鳴
館
の
女

王
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
た
。 

こ
の
鹿
鳴
館
の
名
前
は
、
井
上
馨
が
中
井
弘
に
頼

ん
で
付
け
た
と
い
う
。
ま
た
、
鹿
鳴
館
の
祝
宴
当
日
は

井
上
馨
の
誕
生
日
だ
っ
た
ら
し
い
。
明
治
三
四
年
、
第

四
次
伊
藤
内
閣
の
あ
と
、
明
治
天
皇
よ
り
「
井
上
が
組

閣
す
べ
し
」
と
の
大
命
が
降
り
、
六
六
歳
の
彼
は
組
閣

す
べ
く
奮
闘
し
ま
す
が
、
大
臣
就
任
を
引
き
受
け
る

者
が
集
ま
ら
ず
、
断
念
し
ま
す
。 

こ
れ
以
降
政
界
の
一
線
か
ら
引
き
ま
す
が
、
侯
爵

で
あ
り
、
た
だ
の
元
老
で
は
な
い
井
上
は
三
井
や
藤

田
組
と
い
っ
た
大
財
閥
の
顧
問
と
し
て
経
済
界
に
も

君
臨
し
、
日
本
の
資
本
主
義
に
貢
献
し
ま
し
た
。
し
か

し
同
時
に
そ
の
こ
と
が
金
に
ま
つ
わ
る
黒
い
イ
メ
ー

ジ
に
つ
な
が
る
面
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
だ
け

の
実
力
が
あ
り
、
そ
の
機
会
が
あ
り
な
が
ら
も
、
首
相

に
な
れ
な
か
っ
た
男
、
そ
れ
が
『
井
上
馨
』
で
す
。 

記
紀
の
世
界
へ
誘
わ
れ
て 

チ
ー
ム
葵 

 
 

澤
田 

卓 
 

出
雲
界
隈
は
、
自
然
が
豊
富
で
大
好
き
な
場
所
で

す
が
、
こ
の
ご
時
世
で
す
の
で
人
手
を
避
け
て
あ
の

有
名
な
神
社
を
外
し
て
、
マ
イ
ナ
ー
な
伝
説
の
史
跡

巡
り
を
し
て
き
ま
し
た
。 

 

松
江
市
の
揖
夜
（
い
や
）
神
社
は
、
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ

コ
ト
を
祀
る
と
い
わ
れ
、
近
く
に
は
こ
の
世
と
他
界

を
分
け
る
黄
泉
比
良
坂
（
よ
も
つ
ひ
ら
さ
か
）
と
い
う

坂
上
に
結
界
が
あ
り
、
イ
ザ
ナ
キ
ノ
ミ
コ
ト
が
追
い

か
け
る
邪
鬼
に
投
げ
た
桃
で
脱
出
で
き
た
と
い
う
桃

の
木
が
植
え
ら
れ
、
黄
泉
の
国
へ
の
出
入
口
は
千
引

き
岩
で
塞
が
れ
て
い
た
。
ま
た
傍
に
は
手
造
り
感
満

載
の
ポ
ス
ト
が
あ
り
、
亡
き
妻
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

投
函
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

た
だ
し
、
こ
の
伝
説
は
安
来
市
の
比
婆
山
や
広
島

県
境
の
比
婆
山
に
も
千
引
き
岩
が
あ
り
、
ま
た
、
少
し

遠
い
が
、
熊
野
市
の
花
窟
神
社
だ
と
も
い
わ
れ
る
。 

 

し
か
し
、
こ
の
地
域
に
圧
倒
的
に
多
い
の
が
、
素
戔

嗚
尊
や
八
岐
大
蛇
、
妻
と
な
っ
た
櫛
名
田
比
売
（
ク
シ

ナ
ダ
ヒ
メ
）
、
大
国
主
命
な
ど
実
に
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド

キ
す
る
伝
説
の
地
が
随
所
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
非
常
に
人
間
臭
い

姑
息
な
戦
い
方
で
大
蛇
を
退
治
す
る
な
ど
実
に
怪
し

い
の
も
個
人
的
に
は
興
味
を
惹
か
れ
ま
す
。 

な
お
、
そ
の
後
の
大
和
政
権
の
発
足
後
の
妬
み
や

裏
切
り
、
嫉
妬
に
殺
害
。
特
に
仁
徳
天
皇
亡
き
後
の
や

り
た
い
放
題
と
比
較
す
る
と
出
雲
の
伝
説
に
は
敗
者

の
鬱
々
と
し
た
悲
哀
を
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で
は
な

い
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

素
戔
嗚
が
大
蛇
に
酒
を
飲
ま
し
た
『
印
瀬
の
壷
神
』
、

櫛
名
田
比
売
の
両
親
を
祀
る
『
温
泉
神
社
』
、
素
戔
嗚

尊
と
櫛
名
田
比
売
の
新
居
『
八
重
垣
神
社
』
な
ど
多
く

の
見
所
が
あ
り
ま
し
た
が
、
子
孫
繁
栄
を
願
う
あ
の

シ
ン
ボ
ル
は
ご
立
派
で
し
た
。 
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石
上
神
社
の
七
支
刀
の
一
考
察 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

チ
ー
ム
雅 

今
井 

満 
天
理
駅
か
ら
山
の
辺
の
道
は
、
石
上
神
社
か
ら
ス 

タ
ー
ト
に
な
る
。
祭
神
は
布
都
御
魂
（
ふ
つ
み
た
ま
）

で
あ
り
、
神
宝
は
神
武
天
皇
が
禁
足
地
に
埋
め
た
と

さ
れ
る
剣
が
、
明
治
に
な
っ
て
発
掘
さ
れ
た
。
一
つ
は

明
治
七
年
出
土
し
た
布
都
御
魂
剣
、
そ
れ
と
明
治
一

一
年
出
土
の
天
羽
々
斬
剣
の
二
振
り
で
あ
る
。 

併
せ
て
丹
波
桑
田
村
の
甕
襲
（
み
そ
か
）
の
飼
い

犬
足
往
（
あ
ゆ
き
）
が
、
む
じ
な
を
食
い
殺
し
、
腹
に

あ
っ
た
八
尺
瓊
の
勾
玉
が
神
宝
と
さ
れ
て
い
る
。 

神
社
の
檜
皮
葺
拝
殿
は
鎌
倉
時
代
で
日
本
最
古
。

平
安
時
代
後
期
、
白
河
天
皇
は
当
神
宮
を
殊
に
崇
敬

さ
れ
、
現
在
の
拝
殿
は
天
皇
が
宮
中
の
神
嘉
殿
を
寄

進
さ
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、
国
宝
で
あ
る
。 

 

ま
た
こ
の
神
社
に
は
も
う
一
つ
国
宝
が
あ
る
。
そ

れ
は
七
支
刀
と
い
っ
て
、
枝
の
よ
う
に
六
つ
の
小
刀

が
付
い
て
、
錆
び
て
い
る
が
金
象
嵌
で
「
泰
□
四
年

…
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
七
支
刀
は
、
百
済
か

ら
ヤ
マ
ト
王
権
に
贈
ら
れ
た
と
謂
れ
、
紀
年
が
刻
ま

れ
て
い
る
に
、
主
に
三
つ
の
説
が
あ
る
。 

① 

西
晋 

「
泰
始
四
年
」
二
六
八
年 

『
日
本
書
記
』

神
功
皇
后
の
項
に
百
済
か
ら
貰
っ
た
と
あ
る
が
、

日
本
書
記
の
編
年
な
ど
に
問
題
が
あ
る
。 

② 

東
晋 

「
太
和
四
年
」
三
六
九
年 

刻
ま
れ
た
年

号
と
違
う
が
、
泰
と
太
は
同
じ
音
だ
と
い
う
。
字

画
を
増
や
し
て
刻
む
事
に
違
和
感
が
あ
る
。
だ
が

半
島
の
歴
史
か
ら
妥
当
だ
と
、
学
者
の
多
く
が
支

持
し
て
い
る
。 

③ 

南
宋 

「
泰
始
四
年
」
四
六
八
年 

年
号
か
ら
順

当
な
が
ら
、
評
価
は
低
い
。
倭
の
五
王
で
あ
れ
ば
、

興
王
の
世
で
あ
り
、
安
康
天
皇
で
宮
は
石
上
穴
穂

宮
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
個
人
的
に
は
「
四
六
八
年
」

が
、
も
っ
と
も
正
し
い
よ
う
に
思
う
。 

こ
ん
な
歴
史
の
謎
を
歩
き
な
が
ら
考
え
ま
し
ょ
う
。 

京
都
の
地
味
な
話 

…
「
洛
北
の
盆
踊
り
」 

チ
ー
ム
彩 

奥
西 

不
二 

八
月
の
京
都
の
行
事
を
代
表
す
る
の
は
「
五
山
の

送
り
火
」
で
す
が
、
そ
れ
以
外
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
行
事
が
沢
山
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
の
人
々

に
と
っ
て
は
大
事
な
も
の
ば
か
り
で
す
。
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
祖
先
の
精
霊
を
鎮
魂
す
る
た
め
の
も
の
で
火

や
、
水
や
、
鉦
や
太
鼓
や
、
踊
り
が
登
場
し
ま
す
。 

 

洛
北
に
は
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
た
盆
踊
り
が
あ
り

ま
す
。
地
味
で
は
あ
り
ま
す
が
素
朴
で
土
の
香
り
が

す
る
も
の
ば
か
り
で
す
。
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て

み
ま
す
。
一
覧
は
次
の
通
り
で
す
。 

           

＊
今
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
に
実
施
に
つ
い
て
は

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

「
鉄
仙
流
白
川
踊
り
」
道
念
節
か
ら
派
生
し
た
も
の

ら
し
い
で
す
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
楽
器
は
使
わ

ず
、
一
つ
の
物
語
を
語
る
よ
う
な
節
ま
わ
し
に
合
わ

せ
て
ゆ
っ
た
り
と
踊
り
ま
す
。 

「
松
ヶ
崎
題
目
踊
」
松
ヶ
崎
涌
泉
寺
は
も
と
も
と
天

台
宗
の
寺
院
で
あ
っ
た
が
僧
実
現
が
法
華
宗
に
改
宗

し
、
村
人
達
は
そ
の
説
法
に
惹
か
れ
全
員
は
改
宗
し

ま
し
た
。
実
現
は
歓
喜
の
あ
ま
り
南
無
妙
法
蓮
華
経

と
音
頭
を
取
り
始
め
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
か
ら
七
百
年
前
の
話
で
す
。（
次
頁
の
写
真
） 

「
市
原
ハ
モ
ハ
踊
・
鉄
扇
」 

市
原
の
川
島
セ
ル
コ

ン
の
駐
車
場
で
行
わ

れ
ま
す
。 

明
治
時
代
、
近
く

の
山
で
送
り
火
が
点

火
さ
れ
た
後
に
踊
ら

れ
て
い
た
盆
踊
り
で

す
。 「

ハ
モ
ハ
」
と
は
、

「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ツ
」

が
「
ハ
モ
ハ
ム
ア
ミ

ダ
ー
」
と
い
う
文
句

に
由
来
し
て
い
て
、

先
祖
供
養
に
通
ず
る

も
の
で
す
。 

「
上
高
野
念
仏
供
養
踊
」
上
高
野
宝
幢
寺
は
浄
土
宗

の
寺
院
で
九
百
年
前
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が

大
正
期
に
途
絶
え
ま
し
た
。
昭
和
六
十
三
年
に
地
元

の
古
老
に
よ
っ
て
再
現
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

囃
子
方
の
鉦
と
太
鼓
に
合
わ
せ
て
念
仏
を
唱
え
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
と
輪
つ
く
り
な
が
ら
踊
り
ま
す
。 

「
修
学
院
題
目
踊
・
紅
葉
音
頭
」
大
日
盆
の
日
に
鷺
森

神
社
の
御
旅
所
で
も
あ
る
七
町
会
館
前
で
行
わ
れ
ま

す
。
音
頭
取
り
が
歌
う
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
と
い
う

題
目
に
節
を
歌
う
の
に
合
わ
せ
て
お
ど
る
。
そ
の
後

紅
葉
音
頭
を
踊
り
ま
す
。 

「
一
乗
寺
八
大
神
社
鉄
扇
踊
奉
納
」
一
乗
寺
八
大
神
社

で
は
八
月
三
十
一
日
の
夜
、
神
事
と
お
千
度
詣
り
の

あ
と
音
頭
と
踊
り
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
櫓
に
乗
っ
た

男
性
の
音
頭
に
合
わ
せ
て
女
性
た
ち
が
優
雅
に
踊
り

ま
す
。
鉄
扇
踊
り
は
鳴
り
物
が
な
く
「
ド
ッ
コ
イ
」「
ソ

レ
」
の
掛
け
声
が
入
る
だ
け
の
静
か
な
踊
り
で
す
。

「
鉄
扇
（
鉄
仙
）
」
と
は
僧
の
名
前
で
、
鉄
の
扇
を
振

り
回
す
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
次
頁
右
は
提
灯
） 

◆８月 15 日 「鉄仙流白川踊」 

  北白川小学校  

◆８月 15 日・16 日  

「松ヶ崎題目踊り」  

松ヶ崎大黒天～妙円寺～  

◆８月 16 日  

「市原ハモハ踊・鉄扇」  

川島セルコン駐車場  

◆８月 19 日  

 「上高野念仏供養踊」  

  上高野宝幢寺  

◆８月 27 日  

 「修学院題目踊・紅葉音頭」 

  修学院七町会館前  

◆８月 31 日  

「一乗寺八大神社鉄扇踊奉納」 

  一乗寺八大神社境内  
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次
回
ウ
ォ
ー
ク
の
お
知
ら
せ 

第
一
七
六
回
ウ
ォ
ー
ク 

九
月
一
九
日
（
日
） 

「
明
智
光
秀
と
坂
本
城
址
…
西
近
江
路
を
行
く
」 

築
城
四
五
〇
周
年
に
ち
な
ん
で
坂
本
城
址
と
西
教

寺
周
辺
の
光
秀
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
ま
す
。 

京
阪
石
坂
線 

坂
本
比
叡
山
口
駅
集
合 

京
都
史
跡
み
つ
け
隊
紹
介 

今
春
よ
り
、
当
協
会
有
志
に
よ
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
フ
エ
ー

ス
ブ
ッ
ク
に
「
京
都
史
跡
み
つ
け
隊
」
と
い
う
公
開
グ

ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
京
都
周
辺
の
史
跡
を

紹
介
し
、
併
せ
て
当
協
会
の
行
事
な
ど
を
お
知
ら
せ

す
る
も
の
で
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、
投
稿
で
き

ま
す
。「
京
都
史
跡
み
つ
け
隊
」
で
検
索
し
、
ぜ
ひ
一

度
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
現
在
、
当
協
会
員
も
数

名
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

（
担
当
：
秋
房
） 

塔
の
心
柱
の
突
き
抜
け
に
つ
い
て 冨

永 

正
治 

 

前
回
に
三
重
塔
、
五
重
塔
は
、
発
祥
の
地
イ
ン
ド
で

仏
舎
利
を
安
置
す
る
お
墓
で
あ
る
ス
ト
ゥ
ー
パ
を
、

中
国
か
ら
日
本
に
伝
わ
る
過
程
で
卒
塔
婆
や
塔
と

な
っ
た
と
の
寄
稿
を
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
奈
良
の

薬
師
寺
に
つ
い
て
案
内
い
た
し
ま
す
。 

薬
師
寺
西
塔
（
左
側
）
は
一
九
八
一
年
に
四
五
〇

年
振
り
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
が
、
創
建
当
初
か
ら
あ

る
東
塔
よ
り
約
三
十
㎝
メ
ー
ト
ル
高
く
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
時
が
経
つ
と
瓦
の
重
み
や
木
材
の
収

縮
で
塔
が
だ
ん
だ
ん
低
く
な
っ
て
い
く
か
ら
で
、
収

縮
し
続
け
て
約
二
百
年
後
に
東
塔
と
同
じ
高
さ
に
な

る
予
定
だ
そ
う
で
す
。 

こ
の
時
、
木
の
繊
維
が
縦
方
向
で
各
層
の
屋
根
と

は
接
し
て
い
な
い
た
め
屋
根
の
重
さ
が
か
か
ら
な
い

心
柱
は
ほ
と
ん
ど
収
縮
し
な
い
の
で
長
さ
が
あ
ま
り

変
わ
り
ま
せ
ん
。
放
っ
て
お
く
と
塔
か
ら
心
柱
だ
け

突
き
抜
け
て
雨
漏
り
す
る
の
で
、
心
柱
の
下
の
方
を

切
っ
て
建
物
本
体
と
の
高
さ
を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
図
の
よ
う
に
東
寺
の
五
重
塔
は
一
六
四
四

年
の
再
建
か
ら
四
八
年
後
の
一
六
九
二
年
に
心
柱
が

五
層
部
分
を
突
き
抜
け
て
し
ま
っ
た
の
で
、
心
柱
の

下
部
を
四
五
㎝
切
っ
て
高
さ
を
調
節
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ま
た
、
屋
根
の
勾
配
も
東
塔
よ
り
緩
や
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。
柱
の
支
え
の
少
な
い
屋
根
の
軒
先
部
分

の
方
が
、
下
が
り
込
み
が
大
き
い
の
で
建
築
当
初
は

勾
配
を
緩
や
か
に
し
て
い
る
の
で
す
。
二
百
年
後
に

は
き
っ
と
東
塔
と
同
じ
勾
配
に
な
っ
て
い
る
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。 

そ
れ
に
し
て
も
何
百
年
も
先
の
こ
と
を
考
え
て
塔

を
建
て
る
な
ん
て
、
宮
大
工
さ
ん
は
な
ん
て
す
ご
い

ん
で
し
ょ
う
。 
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